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研究内容
　高ྸࣾձͰඞཁͱͳΔ৽͍͠ҩྍࡐྉͱɺΤωϧΪʔղܾʹ͢ݙߩΔࡐྉɺͷτϐοΫʹண͍ͯ͠· ɻ͢͜ΕΛ達͢Δͨ
Ίͷ高子ࡐྉͱͯ͠ ɺʮ合高子ࡐྉʯɺʮੜղੑ高子ࡐྉʯɺʮ両ഔੑ高子ࡐྉʯɺʮφϊ高子੍ࡐޚྉʯͷ̐ࡐྉʹ۠別͠ɺ
ͦΕͧΕऔΓΜͰ͍· ɻ͢
　ʮ合高子ࡐྉʯͰɺطʹ出ճͬͯ ͍Δ൚༻ੑͷ高子ࡐྉΛͯͬ ɺ৽ͨͳػੑΛෳ༩ͨ͠Γɺྗֶతڧੑͳ
ͲͷੑΛ্ͨͤ͞Γ͢Δ͜ͱΛ͍ͯ͠ࢦ· ɻ͢ྫ͑ɺϙϦενϨϯ֨ࠎΛ利༻ͨ͠ΦΠϧήϧΛͬͯ ɺ৽͍͠ༀ୲ࡐ࣋ྉ
·ྉͱల։͠ࡐணٵ ɻ͢·ͨɺϙϦϨλϯ֨ࠎΛ利༻ͯ͠高͍ੜମద合ੑྗֶతڧΛ༩͢ΔͳͲɺෳػੑ高子ࡐྉ高
ੑ高子ࡐྉΛΓ· ɻ͢
　ʮੜղੑ高子ࡐྉʯͰɺੜղੑ高子Λͯͬ ɺಛఆͷපঢ়Λλʔήοτͱͨ͠ػੑΛ༩͢Δ͜ͱΛ͠ࢦ· ɻ͢ྫ͑ɺ
ମͰղͯ͠ੑࢎ༗ػԽ合Λੜ͠ͳ͍ΤεςϧϑϦʔߏܕʹண͍ͯ͠· ɻ͢͜ͷΤεςϧϑϦʔܕΛಛͱ͢ΔɺτϦϝν
ϨϯΧʔϘωʔτ༠ಋମΛ利༻ͯ͠ ɺ॥ث治ྍ༻ࡐྉɺظༀঃ์ࡐྉ݂߅ખੑࡐྉΛΓ· ɻ͢
　ʮ両ഔੑ高子ࡐྉʯͰɺ水ʹ༉ʹͳ͡Ή両ഔੑͷԽ合Λͯͬ ɺػੑࡐྉ出Λ͠ࢦ· ɻ͢ྫ͑ɺ/�ϏχϧΞ
ϛυʹ͍ͭ ɺͯ৽͍͠ϞϊϚʔߏͷઃܭෳͷϞϊϚʔΛΈ合Θͤͨڞॏ合ମΛઃ͠ܭ· ɻ͢͜ΕΒΛ༻͍Δ͜ͱͰɺ水༹ੑ
ༀΛޮՌతʹ୲࣋͢Δࡐྉɺࡐੑە߅ྉɺ͞ΒʹΨεϋΠυϨʔτੜΛ͢ࢭΔࡐྉΛΓ· ɻ͢
　ʮφϊߏ੍ࡐޚྉʯͰɺφϊߏΛ੍͢ޚΔٕज़Λͯͬ ɺػੑࡐྉ出Λ͠ࢦ· ɻ͢ྫ͑ɺ͍ޓʹ૬ޓ作༻͢Δ二छྨ
ͷ高子ΛΈ合ΘͤΔ͜ͱʹΑͬͯे͔Βඦφϊϝʔτϧ
αΠζͷബບΛߏஙͰ͖Δަੵޓ๏ɺεϐϯίʔτ๏ͳͲΛ
利༻͠· ɻ͢·ͨɺ高子ؒ૬ޓ作༻Λ利༻ͨ͠φϊཻ子ௐ๏
Λ利༻͠· ɻ͢͜ΕΒͷख๏ʹΑͬͯ ɺࡐணࡎͷ高ੑ
ԽΛਤΓ· ɻ͢·ͨɺ֎෦ڥͷมԽʹԠͯ͠φϊߏܗଶ
͕มԽ͢ΔࡐྉΛͯͬ ɺ৽͍͠ༀૹ達ࡐྉΛߏங͠· ɻ͢
　Ҏ্ͷࡐྉ出ͷڀݚΛਐΊΔࡍʹɺ子ઃܭɺ高子ߏ
੍ޚɺ高子ؒ૬ޓ作༻ɺ͓Αͼ高ੑԽͱ高ػԽɺͷͦ
ΕͧΕͷ֤εςʔδͰ実݁ݧՌΛ·ͱΊɺ֤εςʔδͱͷ૬ؔΛ
Α͘ݕ౼͠· ɻ͢

φϊߴࢠ材料研究室
https://mswebs.naist.jp/LABs/ajiro/index-j.html
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研究設備
　Ϩオメーター（.alWern社製、,inexVs）。上ܕ精密ສ能ࢼ験機（ౡ
製࡞所：E;-S9）。ࢵ֎Մ視ޫ分ޫޫ度ܭ（ౡ製࡞所：6V-����）。フー
リΤม֎分ޫޫ度ܭ（ౡ製࡞所：I3AGGinitZ-�SAT3）。ࣔ ࠩࠪ
重ྔଌఆஔ（ౡ製。（所社製ʀDSC-��1lVs、TAC/L࡞ౡ製）ܭྔ
マޫٵ。（オプトサイΤンス社製）ڸඍݦޫܬܕ所社製：T(A-��）。立࡞
イクロプϨートリーμ（ίロφ電ؾ社製： .T1-���Lab）。触֯ܭ（'low 
DesiHn社製）。分子ྔ分ੳஔ（日本分ޫ社製、ౡ製࡞所社製）。プラ
ζマরࣹஔ（տಋ体社製：:)S-3）。6Vরࣹஔ（三Ӭ電ؾ製࡞所：
6V'-���S）。高ԹサーΩϡϨーター（+Vlobo社製：'��-ED）。ϗϞ
ジφイβー（Asone社製：A)(-���A）。スϐンίーター（Aiden社製： 
SC����）。ローテーター（タイテック社製：3T-�）。ԕ心分機（TO.:
社製、,6BOTA社製）。ਫথ発ৼ子・ৼ動数ଌఆஔ。イオンަ७ਫ
ஔ。७ਫ製造ஔ。製ණ機。Իચড়機。ਫ有機༹ഔとしてιϧϕ
ントサプライシステム。インΩϡϕータ。有機合成設備として、υラフト、素
真ۭライン、άローϒϘックス、真ۭポンプ、ΤόポϨーター、ס૩ث、Ճ
ࣜデシέータ、オートυライデシέータなど。

研究業・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
ʲ研究室設ஔ����ʙࡏݱ（�����݄ ）までの実としてʳ
���ஶ論จ��報、学会発දݪ　 （݅国内���݅、国݅��ࡍ）。企業との共
同研究�݅。ಛڐग़݅��ئ。ଞ大学との共同研究（大阪大学、ۙـ大学、
Ҫ大学、তༀ科大学、ௗ取大学、宮市立中ԝපӃ、Ξメリカ合ऺ
国ミシΨン大学、υイπ国Ξーϔン工科大学、υイπ国フライϒϧク大学、
フランス国トΡーϧーζ大学、ϊϧウェー国シϡタόンήϧ大学、タイ国チϡ
ラロンίン大学、タイ国カセサート大学、フィリϐン国Ξテωオ・デ・マχ
ラ大学など）

ࢠϨϕル͔Β設ܭしてɺ৽し͍ҩྍ材料エネルギーؔ連材料をる

研究を始めるのに必要な知識・能力
　基礎的な化学、有機合成、高分子、およͼ機ث分ੳ、もしくは、ۭいたؒ࣌に独学でこれらをૣく学る能力と学習意ཉ。ӳจの
学術ࢽࡶから情報ऩूできる基礎的なӳޠ能力。
　研究室の指導方針
　当研究室では「分子技術」の֓೦に基ͮいた研究を行っています。つまり分子Ϩϕϧから化学構造を設ܭし、様々な機能性高分子材
料を創ります。ಛに、高ྸ社会に対するҩྍ材料やੈ࣍のΤωϧΪー関連材料にண目しています。
　ここでは、産学連携を重視してੵۃ的に企業との連携をਤります。またਓ材ҭ成による社会ݙߩを目ࢦします。日ࠒからのディスカッ
ションを重視し、学生がࠔにग़会っても、それらを上ճる೪りڧさとチϟϨンジ精ਆをഓ͑るように、日々全力をਚくします。

この研究で身につく能力
　高分子材料の合成と物性に関する基礎知識、実験ख法、およͼ解ੳख法を習得し、研究課題を遂行できる能力。機能性材料の基本
的な化合物の知識と、合成技術や解ੳ能力。分子ؒ૬࡞ޓ用に対する理解と੍ޚするख法と技術。分子ू合体の設ܭと材料化との૬
関の設ܭを行͑る能力。φϊ構造੍ޚのख法と技術。ӳจ学術ࢽࡶの୳ࡧと内༰を理解できる能力、およͼ研究課題に関連するੈք
的な動とҐஔͮけの理解と、発ද能力。ӳޠをってઐ門に関する個々の実験݁Ռの解ੳとߟ能力と、૯合的なまとめと݁論を
ಋきग़す能力と、これらを学術学会で発දできる論理的આ໌能力。自らの研究課題にとらΘれず、関連に対するディスカッション能力。

修了生の活躍の場
　高分子材料ܥや化学ܥの会社、機ثメーカーの会社、工学研究者、化学品開発技術者、機械設ܭ技術者など

（写真左から）
教授：　広治 ajiro@ms.naist.jp
准教授：҆౻　߶ tando@ms.naist.jp
ॿ教：Chanthaset Nalinthip nalin@ms.naist.jp
ॿ教：٢ా　༟҆材 hZoshida@ms.naist.jp
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